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論文内容の要旨












プロフィールを確かめるために、遺伝的アルゴ、リズム (GA) を用いて最適 pH プロフィールを求め、両者の結果が一
致することを確認した。求められた pH プロフィールの有効性を培養系で実証した。
3 章では、乳酸菌と酵母との共培養系を構築した。ケフィールグレイン由来の酵母 Saccharomyces cerevisiae 




4 章では、純粋培養系で構築されたモデルと L. kef?anofaciens JCM6985 と S. cerevisiae IF00216 の共培養実験
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の比較解析から両微生物の共培養系における相互作用は乳酸除去のみではないことを明らかにした。また、共培養に
おけるケフイランの生産性の向上は S. ceJ別ケ:siae IF00216 のカタラーゼ活性による過酸化水素除去効果、 s.














法で求められたプロフィールを確かめるために、遺伝的アルゴ、リズム (GA) を用いて最適 pH プロフィールを求
め、両者の結果が一致することを確認した。さらに、求められた pH プロフィールの有効性を培養系で実証した。




(3)L. kefiranofacﾍens JCM6985 と S. ceJ'evisiae IF00216 の共培養における相互作用をモデル式を用いて解析
し、酵母による促進効果は乳酸除去以外によるものも存在することを明らかにした。すなわち、共培養における
ケフイランの生産性の向上は S. cel'evisiae IF00216 による乳酸除去および、物理的接触による菌周ケフイラン増
加の相乗効果によるものであることを明らかにした。
このように、本研究は、生物化学工学の発展に寄与するところが大きく、よって本論文は、博士論文として価値あ
るものと認める。
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